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「
県
議
会
や
ま
が
た
」
第
38
号

は
、
６
月
定
例
会
の
内
容
を
中
心

に
、
主
に
令
和
４
年
５
月
か
ら
７

月
に
か
け
て
の
議
会
活
動
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

６
月
２
日
か
ら
21
日
ま
で
の
20

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
本
会

議
で
自
由
民
主
党
、
県
政
ク
ラ
ブ

に
よ
る
代
表
質
問
、
３
名
の
議
員

に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
さ

ら
に
予
算
特
別
委
員
会
で
の
８
名

の
委
員
に
よ
る
質
疑
や
常
任
委
員

会
で
の
審
査
を
経
た
う
え
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
を
含
む
令
和
４
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
、
追
加
提
案
を

含
む
知
事
提
出
の
19
議
案
を
可

決
・
同
意
し
ま
し
た
。

請
願
は
５
件
上
程
さ
れ
、
１
件

が
採
択
、
４
件
が
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

意
見
書
は
１
件
発
議
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
、
国
会
・
関
係
す
る

省
庁
な
ど
に
提
出
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

県
の
重
要
施
策
に
関
す
る
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス

問	

果
樹
王
国
情
報
発
信
拠
点
施

設
整
備
や
副
知
事
の
人
事
案
件
な

ど
議
論
を
踏
ま
え
な
い
独
善
的
な

姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
県
の

重
要
施
策
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答	

県
の
施
策
は
、
人
口
減
少
対

策
な
ど
中
長
期
的
な
も
の
か
ら
災

害
対
応
な
ど
短
期
的
な
も
の
ま
で

様
々
あ
る
。
関
係
部
局
長
と
の
議

論
・
検
討
の
ほ
か
、
外
部
有
識
者

に
よ
る
評
価
検
証
や
県
議
会
・
関

係
団
体
な
ど
か
ら
の
意
見
聴
取
、

市
町
村
へ
の
事
前
の
情
報
提
供
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に
応
じ
手

順
を
踏
ん
で
政
策
を
決
定
し
て
い

る
。
今
後
も
県
議
会
・
市
町
村
・

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
施
策
を

展
開
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
の
大
胆
な
施
策
展
開

問	

多
子
世
帯
を
減
税
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
少
子
化
対
策
の
た

め
、
今
こ
そ
思
い
切
っ
た
施
策
を

打
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答	

減
税
に
よ
る
少
子
化
対
策
は
、	

十
分
な
検
討

が
必
要
で
あ

り
、
慎
重
に

対
応
す
べ
き

で
あ
る
。
令

和
３
年
度
か

ら
出
産
支
援

金
の
給
付
や
保
育
料
無
償
化
に
向

け
た
段
階
的
な
負
担
軽
減
な
ど
を

実
施
し
た
。
令
和
４
年
度
は
Ａ
Ｉ

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
出

会
い
の
機
会
の
拡
充
や
特
定
不
妊

治
療
の
自
己
負
担
へ
の
支
援
な
ど

に
も
取
り
組
む
。
現
場
の
声
を
聞

き
、
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、「
子
育
て
す
る
な
ら
山
形

県
」
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
く
。

地
域
医
療
体
制
の
構
築

問	

県
が
主
体
性
を
も
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
医
療
体
制
の
構
築
に

積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答	

持
続
可
能
な
質
の
高
い
地
域

医
療
体
制
の
構
築
が
重
要
で
あ
り
、

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
を
二
次

医
療
圏
ご
と
に
設
置
し
、
そ
の
検

討
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
政
府
か

ら
は
令
和
５
年
度
末
ま
で
民
間
も

含
め
た
各
医
療
機
関
の
対
応
方
針

の
策
定
な
ど
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

県
で
は
、
首
長
な
ど
関
係
者
が
将

来
の
あ
る
べ
き
姿
を
適
切
に
判
断

で
き
る
よ
う
、
現
状
や
課
題
の

デ
ー
タ
を
提
供
し
、
認
識
を
共
有

し
た
う
え
で
議
論
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
困
窮
者

へ
の
支
援

問	

こ
れ
ま
で
生
活
困
窮
者
を
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
き
た
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
支
援
の
方
向
性
は

ど
う
か
。

答	

市
町
村
な
ど
と
連
携
し
、
生

活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
に
よ
る
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
独
自

に
特
例
貸
付
の
対
象
世
帯
に
対
し

て
県
産
米
の
提
供
な
ど
も
実
施
し

た
。

　
今
後
も
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
、

緊
急
的
な
支
援
を
継
続
す
る
ほ
か
、

特
例
貸
付
の
償
還
猶
予
の
取
り
扱

い
を
政
府
に
提
案
す
る
な
ど
、
実

情
に
応
じ
た
支
援
に
努
め
て
い
く
。

持
続
可
能
な
地
域
医
療
体
制
を
確

保
す
る
た
め
の
地
域
医
療
構
想
の

推
進

問	

こ
れ
ま
で
の
地
域
医
療
構
想

を
推
進
す
る
取
組
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か
。

答	

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
通
し
、

急
性
期
か
ら
回
復
期
へ
の
病
床
機

能
の
転
換
が
進
む
な
ど
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
各
地
域

の
基
幹
病
院
と
そ
れ
以
外
の
病
院

と
の
役
割
分
担
を
明
確
化
し
つ
つ
、

基
幹
病
院
の

医
師
や
看
護

師
を
地
域
の

病
院
に
派
遣

す
る
な
ど
、

医
療
資
源
を

有
効
活
用
し

地
域
全
体
で

連
携
す
る
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
な
ど
で

協
議
し
て
い
く
。

建
設
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
る
公

共
事
業
な
ど
へ
の
影
響
と
円
滑
な

執
行
に
向
け
た
対
応

問	

資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
る
建

設
業
界
や
公
共
事
業
へ
の
影
響
は

ど
う
か
。
ま
た
、
公
共
事
業
の
円

滑
な
執
行
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な

対
応
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

答	

資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、

公
共
工
事
受
注
者
の
持
続
的
な
経

営
へ
の
影
響
と
社
会
資
本
整
備
の

遅
れ
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
県
で
は
、
実
勢
価
格
を
反
映
し

た
単
価
の
設
定
や
工
事
受
注
後
の

資
材
価
格
の
高
騰
を
受
け
た
契
約

の
変
更
、
工
期
の
柔
軟
な
延
長
な

ど
、
安
心

し
て
受
注

で
き
る
環

境
を
整
え
、

本
県
の
発

展
を
支
え

る
社
会
資

本
の
整
備

を
推
進
し

て
い
く
。

６
月
定
例
会
の
概
要

代
表
質
問
か
ら自由民主党

渋間佳寿美 議員
（米沢市選挙区）

県政クラブ
石黒　　覚 議員
（酒田市・飽海郡選挙区）
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北海道・東北六県議会議長会議を山形県で開催
５月23日、山形市内で北海道・東北六県議会議長会議が開催されました。この会議は、３年ぶり
に対面で開催されたもので、北海道・東北各県議会の正副議長など約50名が出席し、政府への要望
事項などについて協議がなされました。
会議では、最初に本県の坂本議長が開催地を代表して挨拶を述べた後、坂本議長が座長を務め協議
を行いました。その結果、高齢者・障がい者施策の推進、交通網の整備促進と財源確保、食料・農
業・農村政策の確立など計22項目を政府に要望することを決定しました。
また、これらの要望事項について各道県議会が分担し関係省庁に要望活動を行うなど、東日本大震
災やコロナ禍
などによる経
済・生活面で
の課題解決に
向け、一層連
携を深めてい
くことを確認
しました。



県
産
米
の
作
付
け
に
係
る
今
後
の

取
組

問	

「
雪
若
丸
」
の
市
場
や
産
地

の
評
価
、
作
付
け
に
係
る
今
後
の

取
組
は
ど
う
か
。

答	

「
雪
若
丸
」
は
、
食
味
・
品

質
の
評
価
が
高
く
、
県
外
で
の
家

庭
用
や
業
務
用
の
販
路
は
少
し
ず

つ
拡
大
し
て
い
る
。
今
後
も
主
食

用
米
全
体
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
踏

ま
え
、
高
品
質
・
良
食
味
生
産
の

徹
底
や
着
実
な
需
要
の
確
保
に
よ	

る
価
格
水
準
の
維
持
を
前
提
に
、	

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
に
立
っ

た
適
切
な
生
産
量
を
設
定
し
、

「
雪
若
丸
」

ブ
ラ
ン
ド
の

一
層
の
定
着

に
取
り
組
ん

で
い
く
。

Ｊ
Ｒ
陸
羽
西
線
の
活
性
化
策

問	

付
近
の
道
路
整
備
の
影
響
で

２
年
間
運
休
と
な
る
陸
羽
西
線
の

再
開
に
向
け
、
ど
う
利
用
拡
大
を

図
っ
て
い
く
の
か
。

答	

再
開
後
に
減
便
や
廃
線
に
向

か
わ
な
い
よ
う
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要

望
し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域
住
民

の
利
用
促
進
や
観
光
な
ど
の
交
流

人
口
の
拡
大
に
向
け
、
地
域
で
守

る
地
域
の
鉄
道
と
し
て
住
民
意
識

の
醸
成
を
図
る
取
組
や
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
取
組
な

ど
を
検
討
し
、
沿
線
市
町
村
な
ど

と
連
携
し
て
陸
羽
西
線
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
。

動
物
愛
護
管
理
推
進
計
画
に
お
け

る
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
受
入
体
制

問	

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

の
受
入
体
制
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答	
山
形
県
動
物
愛
護
管
理
推
進

計
画
で
は
避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ

ト
同
行
避
難
の
受
入
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
、
避
難
所
の
開
設

を
担
う
市
町
村
に
対
し
周
知
啓
発

を
進
め
て
き
た
。
令
和
２
年
７
月

豪
雨
災
害
時
に
は
15
市
町
25
か
所

の
避
難
所
で
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
を

受
け
入
れ
た
。

今
後
「
ペ
ッ

ト
同
行
避
難

マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
策
定

し
、
引
き
続

き
市
町
村
に

働
き
か
け
て

い
く
。

月
山
道
路
の
安
全
で
快
適
な
道
路

交
通

問	

月
山
道
路
が
安
全
・
安
心
で

美
し
い
道
路
と
な
る
た
め
の
取
組

状
況
は
ど
う
か
。

答	

国
土
交
通
省
が
管
理
す
る
国

道
１
１
２
号
月
山
道
路
は
、
庄
内

地
域
と
内
陸
地
域
を
結
ぶ
重
要
な

大
動
脈
で
あ
る
が
、
豪
雪
地
帯
を

通
過
す
る
山
岳
道
路
で
あ
る
こ
と

か
ら
路
面
が
損
傷
し
や
す
く
工
事

が
多
く
な
り
、
維
持
管
理
が
難
し

い
面
が
あ
る
。
道
路
利
用
者
に
配

慮
し
た
補
修
工
事
な
ど
が
行
わ
れ

て
お
り
、
国
土
交
通
省
と
の
情
報

共
有
を
密
に
し
、
道
路
環
境
の
維

持
に
努
め
て
い
く
。

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
新
ホ
ー
ム

ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
向
け
た
考
え

問	

新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
に
つ

い
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る

の
か
。

答	

建
設
予
定
地
と
さ
れ
た
県
総

合
運
動
公
園
の
特
設
駐
車
場
は
県

有
地
で
あ
り
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山

形
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
土
地
の

使
用
に
協
力
す
る
旨
を
伝
え
た
。

今
後
、
同
社
が
建
設
に
係
る
諸
課

題
へ
の
対
応
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

計
画
を
ま
と
め

て
い
く
と
考
え

て
お
り
、
県
で

は
計
画
を
聞
い

た
う
え
で
、
関

係
者
と
し
っ
か

り
協
議
し
て
い

く
。

果
樹
王
国
情
報
発
信
拠
点
の
考
え

方問	

同
施
設
の
今
後
の
進
め
方
な

ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答	

担
い
手
の
減
少
・
高
齢
化
な

ど
の
課
題
が
山
積
す
る
中
、
将
来

に
わ
た
り
「
果
樹
王
国
や
ま
が

た
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
本

県
産
果
物
の
魅
力
を
強
力
に
国
内

外
に
発
信
し
、
生
産
・
流
通
の
拡

大
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
、
農
業
・
観
光
団
体
、
果
樹

生
産
者
、
有
識

者
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
方
か
ら
話

を
伺
い
、
情
報

発
信
の
効
果
的

な
手
法
を
検
討

し
て
い
く
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
や
ま
が
た
２
０	

５
０
」
の
実
現
に
向
け
た
水
素
を

活
用
し
た
取
組

問	

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
水
素
の
活
用
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

答	

水
素
の
普
及
に
は
、
安
全
性

や
利
活
用
の
意
義
に
対
す
る
県
民

や
事
業
者
の
理
解
促
進
が
必
要
で

あ
る
。
県
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
な
ど
に
よ
り
機
運
を
醸
成
し
て

い
く
ほ
か
、
水
素
を
使
っ
た
合
成

燃
料
の
製
造
な
ど
、
今
後
多
様
な

役
割
が
期
待
さ
れ
る
水
素
の
利
活

用
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

所
有
者
不
明
土
地
関
連
法
の
施
行

に
伴
う
相
続
登
記
の
義
務
化
に
係

る
県
民
へ
の
周
知

問	

令
和
６
年
４
月
か
ら
相
続
登

記
申
請
が
義
務
化
さ
れ
、
過
料
も

あ
る
が
、
ど
う
周
知
す
る
の
か
。

答	
相
続
登
記
が
な
さ
れ
ず
、
所

有
者
が
判
明
し
な
い
土
地
の
発
生

を
予
防
す
る
新
た
な
制
度
の
施
行

に
向
け
、
所
管
す
る
法
務
局
が
市

町
村
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
ポ

ス
タ
ー
掲
示
な
ど
周
知
・
広
報
に

努
め
て
い
る
。

県
で
も
、
市

町
村
か
ら
相

談
な
ど
が

あ
っ
た
場
合

は
、
必
要
な

助
言
・
支
援

を
し
て
い
く
。

看
護
師
の
養
成
拡
大
対
策

問	

県
立
保
健
医
療
大
学
や
山
辺

高
等
学
校
の
看
護
師
を
養
成
す
る

学
科
の
定
員
拡
大
な
ど
、
看
護
師

養
成
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
具

体
化
し
て
は
ど
う
か
。

答	

定
員
拡
大
に
は
、
教
員
確
保

や
施
設
整
備
な
ど
の
課
題
や
、
現

に
県
内
の
複
数
の
看
護
師
養
成
施

設
で
定
員
に
達
し
て
い
な
い
現
状

な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化

が
進
む
中
で
長
期
的
な
視
点
で
検

討
す
る
必
要
が

あ
る
。
よ
り
実

行
性
の
あ
る
施

策
展
開
に
向
け

て
、
さ
ら
に
研

究
・
検
討
を
重

ね
て
い
く
。

学
校
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育

問	

男
女
平
等
教
育
の
計
画
を
策

定
し
、
取
組
を
推
進
し
て
は
ど
う

か
。

答	

各
学
校
に
お
け
る
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
、
道
徳
な
ど
各
教
科

の
中
で
の
指
導
や
学
校
生
活
の
中

で
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
で
は
な

く
個
々
の
意
欲
に
応
じ
て
役
割
を

決
定
す
る
な
ど
の
取
組
を
促
し
て

い
る
。
ま
た
、
管
理
職
向
け
研
修

で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
を
行
う
な
ど
取
組
を
強

化
し
て
い
る
。

次
期
教
育
振
興

計
画
策
定
に
際

し
て
も
し
っ
か

り
検
討
し
て
い

く
。

医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
教
育
の

支
援

問	

学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア

児
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答	

児
童
支
援
の
役
割
な
ど
を
示

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
へ
の
助

言
や
実
践
的
ノ
ウ
ハ
ウ
の
情
報
提

供
を
行
う
と
と
も
に
、
医
療
的
ケ

ア
に
関
わ
る
方
々
の
専
門
性
を
高

め
る
機
会
と
し
て
研
修
会
へ
の
参

加
を
促
す
な
ど
、
様
々
な
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
今
後
も
、
市

町
村
の
教
育
委
員
会
や
関
係
機
関

と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
安
全
安

心
に
医
療
的
ケ
ア
を
行
う
た
め
の

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

男
性
教
職
員
の
育
児
休
業
取
得
推

進問	

男
性
教
職
員
の
育
児
休
業
取

得
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

推
進
し
て
い
く
の
か
。

答	

育
休
取
得
の
意
義
を
含
め
制

度
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
、
意
識

の
醸
成
に
努
め
る
ほ
か
、
教
員
業

務
支
援
員
な
ど
の
配
置
に
よ
り
マ

ン
パ
ワ
ー
を
確
保
し
、
様
々
な
業

務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
育
休
に
よ
る
収
入
減
を
緩
和

す
る
手
立
て
を
関
係
団
体
と
連
携

し
て
検
討
し
て
い
く
。
対
象
と
な

る
教
職
員
が
安
心
し
て
取
得
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
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一
般
質
問
か
ら

予
算
特
別
委
員
会
の　

　
　
　
　
　
　
　
質
疑

自由民主党
梶原　宗明 議員
（酒田市・飽海郡選挙区）

県政クラブ
今野美奈子 議員
（鶴岡市選挙区）

自由民主党
矢吹　栄修 議員
（天童市選挙区）

自由民主党
遠藤　和典 議員
（山形市選挙区）

日本共産党山形県議団
関　　　徹 議員
（鶴岡市選挙区）

自由民主党
五十嵐智洋 議員

（長井市・西置賜郡選挙区）

５月11日、東京都内で、「日本海沿岸東北自動車道（日沿道）」と「東北中央自動
車道（東北中央道）」の建設促進、「羽越・奥羽本線等」の高速化促進について要望活
動を行いました。
本県をはじめ、沿線の青森県、秋田県、福島県及び新潟県の５県議会から議長や副
議長が参加し、各県で分担して、国土交通省、NEXCO東日本、JR東日本などの関係
機関に対して要望書を手渡しました。
日沿道・東北中央道について
は、高速交通体系の整備強化に
向けた必要な予算の確保や未開
通区間の着実な整備・早期完成
などを求めました。羽越・奥羽
本線等については、一日も早い
高速化や悪天候時の安全運行・
安定輸送の確保などを求めました。

日本海沿岸東北自動車道・東北中央自動車道の建設促進と
羽越・奥羽本線等の高速化促進などを要望

採
択
し
た
請
願

国土交通省　加藤国土交通大臣
政務官（中央）に要望書を手交
国土交通省　加藤国土交通大臣
政務官（中央）に要望書を手交



イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
へ
の
対
策

問	

第
２
期
イ
ノ
シ
シ
管
理
計
画

に
沿
っ
た
生
息
頭
数
の
状
況
と
農

作
物
被
害
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答	

令
和
３
年
度
の
調
査
結
果
で

推
定
生
息
頭
数
は
約
１
万
２
０
０

頭
と
な
っ
て
い
る
。
県
で
は
農
作

物
被
害
を
増
加
さ
せ
て
い
る
イ
ノ

シ
シ
の
個
体
数
を
抑
制
す
る
こ
と

が
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
侵
入

防
止
柵
の
設
置
個
所
の
拡
充
や
安

全
射
撃
講
習
会
な

ど
へ
の
補
助
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
最
新

技
術
を
活
用
し
た

調
査
・
実
証
な
ど

捕
獲
強
化
に
努
め

て
い
く
。

安
定
し
た
農
業
用
取
水
に
向
け
た

河
川
管
理
対
策

問	

河
川
水
が
水
路
に
流
れ
ず
、

農
業
用
水
が
確
保
で
き
な
い
問
題

へ
の
対
策
は
ど
う
か
。

答	

県
内
の
農
業
用
水
施
設
管
理

者
の
約
８
割
が
水
利
組
合
な
ど
の

小
規
模
任
意
団
体
で
あ
り
、
自
ら

改
修
工
事
を
行
う
の

は
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
県
で
は
農
業
用

水
の
安
定
取
水
を
図

る
た
め
、
改
修
が
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て

は
国
庫
補
助
事
業
を

活
用
し
て
対
策
工
事

を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
床
止
め
の
効
果

的
な
設
置
に
よ
り
土

砂
流
出
抑
制
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

子
宮
け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

問	

県
は
子
宮
け
い
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
促
進
や
９
価
ワ
ク
チ
ン

の
公
費
負
担
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答	
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ
た

定
期
接
種
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

と
と
も
に
円
滑
な
接
種
の
実
施
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を
発
信

し
、
理
解
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
医
師
会
な
ど
と
連
携
し
、
副

反
応
へ
の
支
援
体
制
を
構
築
し
て

い
く
。
な
お
、
任
意
接
種
と
な
る

９
価
ワ
ク
チ
ン
の
公

費
負
担
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
厚
生
労
働

省
で
の
議
論
を
注
視

し
て
い
く
。

山
形
県
に
お
け
る
小
麦
の
生
産

問	

本
県
の
小
麦
に
つ
い
て
、
よ

り
高
収
益
な
品
種
の
作
付
け
の
奨

励
や
土
地
に
合
う
品
種
開
発
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

答	

小
麦
の
価
格
は
、
産
地
や
生

産
量
、
品
質
な
ど
で
左
右
さ
れ
る

た
め
、
必
ず
し
も
品
種
で
決
ま
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
県
と
し
て
は
、
生
産
者
や
ラ
ー

メ
ン
店
な
ど
の
実
需
者
が
求
め
る

新
品
種
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
試
験
研
究
機
関
で

多
収
量
・
高
品
質
で
本
県
に
適
し

た
品
種
の

選
定
に
引

き
続
き
取

り
組
ん
で

い
く
。

５
Ｓ
活
動
を
参
考
に
し
た
執
務
環

境
の
改
善

問	

５
Ｓ
活
動
（
整
理
、
整
頓
、

清
掃
、
清
潔
、
し
つ
け
）
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
職
員
の
執
務
環
境

の
改
善
状
況
は
ど
う
か
。

答	

各
職
員
が
身
の
回
り
の
整
理

整
頓
を
徹
底
す
る
ほ
か
、
業
務
内

容
に
合
わ
せ
て
自
由
に
座
席
を
選

ぶ
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
を
試
行
し
て

い
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
全
庁
的
な
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
推
進
し
て
い
る
。
今
後
も
、

職
員
の
能
力
を
活
か
し
、
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
職
場
環
境
づ

く
り
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

県
内
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
取
り
組
む
新
規
事
業
へ
の
財
政

的
支
援

問	

事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
の
新
規
事
業
へ
の
取
組
を

資
金
面
で
ど
う
支
え
る
の
か
。

答	

令
和
４
年
度
か
ら
中
小
企
業

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
補
助
金
に
「
新
事

業
転
換
促
進
支
援
事
業
」
を
新
設

し
、
新
分
野
展
開
な
ど
先
を
見
据

え
た
前
向
き
な
取
組
へ
の
支
援
を

強
化
し
た
。
ま
た
、
政
府
の
「
事

業
再
構
築
補

助
金
」
が
広

く
活
用
さ
れ

る
よ
う
支
援

し
て
い
る
。

県
で
は
、
関

係
機
関
と
も

緊
密
に
連
携	

・
協
力
し
な

が
ら
、
総
力

を
挙
げ
て
支

え
て
い
く
。

森もも

林りり

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進

問	

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社

会
の
実
現
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答	

林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
に

加
え
、
森
林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

吸
収
量
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

県
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
「
森

林
ノ
ミ
ク
ス
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
推
進
事
業
」
と
し
て
、
効
率

的
な
間
伐
な
ど
の
支
援
、
再
造
林

に
よ
る
森
林
の
若
返
り
の
促
進
支

援
、
森
林
資
源
・
地
形
情
報
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
化
や
最
上
地
域
へ
の

ス
マ
ー
ト
林
業
の
モ
デ
ル
団
地
の

設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
・
養
護
老
人

ホ
ー
ム
職
員
の
処
遇
改
善

問	

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
及
び
養
護

老
人
ホ
ー
ム
職
員
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。

答	

令
和
３
年
11
月
時
点
で
は
同

施
設
職
員
は
国
の
処
遇
改
善
措
置

の
対
象
外
だ
っ
た
が
、
同
年
12
月

に
同
職
員
も
処
遇
改
善
を
図
る
こ

と
と
さ
れ
た
。
県
で
は
、
所
管
す

る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
９
施
設
に
つ

い
て
職
員
の
処
遇
改
善
が
可
能
と

な
る
よ
う
手
続
き
な
ど
の
準
備
中

で
あ
る
。
ま
た
、
市
町
村
が
所
管

す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
12
施
設
に

つ
い
て
も

処
遇
改
善

措
置
を
実

施
済
又
は

実
施
予
定

と
聞
い
て

い
る
。

若
手
教
員
の
育
成
及
び
教
職
員
復

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

問	

採
用
５
年
以
内
の
退
職
や
精

神
疾
患
な
ど
に
よ
る
休
職
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。
教
員
の
育
成
や
復

職
支
援
の
取
組
は
ど
う
か
。

答	

具
体
の
事
案
の
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
若
手
教
員
の
育
成
方

法
の
改
善
策
を
検
討
し
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
全
公
立
学
校

に
配
付
し
た
。
ま
た
、
試
し
出
勤

や
復
帰
後
の
業
務
量
の
調
整
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
復
職
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を

構
築
し
、

円
滑
な
職

場
復
帰
と

再
発
防
止

に
努
め
て

い
る
。

若
者
の
県
内
就
職
を
促
進
す
る
奨

学
金
返
還
支
援
事
業
を
利
用
し
た

理
系
人
材
の
確
保
へ
の
取
組

問	

企
業
か
ら
理
系
学
生
の
採
用

が
困
難
と
の
話
を
聞
く
。
人
材
確

保
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答	

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
に
お

い
て
産
業
人
材
の
確
保
を
図
る
枠

を
設
置
し
、
理
系
学
生
も
含
め
て

募
集
し
て
い
る
。
理
系
学
生
の
応

募
が
増
え
る
よ
う
、
制
度
を
利
用

す
る
製
造
業
者
の
登
録
拡
大
に
努

め
な
が
ら
、
産
業
界
の
意
見
な
ど

も
伺
っ
て

理
系
人
材

の
確
保
に

向
け
た
制

度
設
計
を

研
究
し
て

い
く
。

県議会やまがた 令和４年（2022年）８月発行３

※意見書の全文は県
議会のホームペー
ジでご覧いただけ
ます。

自由民主党
島津　良平 議員
（東置賜郡選挙区）

県政クラブ
梅津　庸成 議員
（山形市選挙区）

自由民主党
鈴木　　孝 議員
（東村山郡選挙区）

県政クラブ
青木　彰榮 議員

（長井市・西置賜郡選挙区）

自由民主党
伊藤　重成 議員
（最上郡選挙区）

採
択
し
た
請
願

可
決
し
た
意
見
書

●
令
和
４
年
度
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
の
見
直

し
（
※
）
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
の
見
直

し
に
関
す
る
意
見
書

政府の施策等への提案活動を実施
５月25日、坂本議長が吉村知事とともに内閣府、農林水産省、厚生労働省、
経済産業省及び国土交通省を訪問し、各府省の副大臣や大臣政務官に対して、
政府の今後の施策展開や令和５年度の予算編成に向けて、提案活動を実施しま
した。
県議会、県知事、市町村などで構成する協議会でとりまとめた本県の発展の
ために必要な施策を盛り込ん
だ提案書を持参し、子育て世
帯の経済的負担の軽減や水田
農業への支援の充実、山形
新幹線「米沢トンネル（仮
称）」及びフル規格新幹線の
早期実現や原油高・原材料価
格高騰の影響を受ける事業者
への支援の充実などの項目に
ついて、本県の総意として説
明・提案を行いました。 中村農林水産副大臣（中央）に提案書を渡す坂本議長と吉村知事中村農林水産副大臣（中央）に提案書を渡す坂本議長と吉村知事

（※）水田活用の直接支払交付金とは、大幅に需要が減少してい
る主食用米の転作を助成する制度です。令和４年度の見直
しでは、今後５年間に一度も水張りをしない水田は令和９
年度以降に交付金の対象外とする方針や、多年生作物（牧
草）について種まきをせず収穫だけの年は助成額を削減す
ることなどが示されました。これにより、耕作放棄地の拡
大や離農の増加などが懸念されています。



活動団体等との意見交換を実施
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県議会は、年に４回（２月・６月・９月・12月）定例会を開催します。
「県議会やまがた」は、各定例会の概要等をお知らせします。

山 形 県 議 会
〒990-8570 山形市松波２-８-１　℡ 023-630-2846
https://www.pref.yamagata.jp/kensei/assembly/index.html

山形県議会 検 索

編集・発行

　県民の皆さんの多様な意見を県政に反映する広聴機能を強化するた
め、常任委員会の現地調査において意見交換を行いました。

■開　　催　　日	 ７月14日（木）
■実　施　団　体	 ANA SHONAI BLUE Ambassador
■意見交換の内容	 庄内に移住した客室乗務員が取り組む地方創生・地域づ

くりの活動や移住者から見た山形県の魅力などについて

■開　　催　　日	 ７月25日（月）
■実　施　団　体	 一般社団法人山形県旅行業協会　最上北村山地区会
■意見交換の内容	 コロナ禍における最上地区の観光の現状と課題、ポ

ストコロナに向けた今後の展望などについて

総務常任委員会

商工労働観光常任委員会

県議会インターネット中継・傍聴のご案内
県議会の本会議や委員会は公開されており、どなたでも傍聴

することができます。
本会議と予算特別委員会は、インターネット中継を行ってお

りスマートフォンからもご覧いただけます。なお、現在、傍聴
席については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、間隔
を保った座席利用とし、本会議場で利用可能な座席数は50席、
予算（決算）特別委員会では15席となっています。
 問合せ先  ０２３－６３０－２８４０

県議会ギャラリーのご案内
県議会では、県内の児童、生徒、学生の皆さんが学校の授業や部活動などで
制作した作品を展示するスペース「県議会ギャラリー」を提供しています。
県議会に作品を展示してみませんか。

【展示対象】工作、絵画、イラスト、ポスター、彫刻、書、写真、研究発表用
ポスターなど（展示用パネル・机は準備します。）

【展示場所】県議会棟１階ロビー　　【展示期間】１箇月以内
【展示費用】無料　　　　　　　　　【問合せ先】023-630-2846

県議会ギャラリーで
「山形県緑の少年団」の活動を紹介
６月定例会の期間中、県議会ギャラリーでは森林での学習、社会奉仕、
レクリエーションなどを活動の柱とする「山形県緑の少年団」の各地域
における活動状
況を、写真パネ
ルなどを用いて
紹介しました。
あわせて、山形
市・上山市を
会場に８月10
日～11日に開
催された第６回
「山の日」全国
大会のPR展示
も行いました。

ペーパーレス会議システム研修会を開催
県議会では、議会活動におけるデジタル化に向け、様々な検討や試

行を行っています。
その一環として、６月14日に、全議員を対象としたペーパーレス会

議システムの研修会を開催しました。このシステムは、議会活動に関す
る資料を、いつでも、どこでも、手持ちのスマートフォンやタブレット
などから確認することができるもので、導入により資料管理の効率化や
政策立案機能の強化が期待されます。
また、予算特別委員会では、大型ディスプレイに質問内容を補足す

るための資料を表示し、質問の趣旨をより明確に伝えるための試行も
行っています。
こうした取組などを通して、県議会のデジタル化・ペーパーレス化

を推進し、議会活動の充実を図っていきます。

■開　　催　　日	 ５月18日（水）
■実　施　団　体	 県立村山産業高等学校
■意見交換の内容	 部活動「農業科学部」の活動状況や研究成果などに

ついて

農林水産常任委員会

生徒・学生との意見交換会を開催
県議会では、生徒・学生の皆さんに県議会を身近に感じてもらい、

主権者としての政治参加意識の醸成を図ることを目的に、県議会議員と
の意見交換会を開催しています。
７月19日に県立置賜農業高等学校の生徒の皆さんと、若者の政治参

加や県内回帰・定着をテーマに意見交換を行いました。
生徒からは若者の山形への回帰に関し、「育った町で生活する中でど

れだけ地元に魅力を感じることができたかが重要である」「農産物がお
いしいことに加え、町に住む人の優しさが町の魅力であり、これらを併
せて発信していくことも重要ではないか」などの意見が出されました。


